
 

１ 単元構想                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

２ 単元の目標及び単元の評価規準 

（１）単元の目標 

                                         

 

                                              

 

 

（２）単元の評価規準 

 

 

 

 

 

３ 単元の系統性  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

言葉による見方・考え方の成長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫して書く力 

本単元で身に付けたい力 

環境問題について、自分のテーマに沿って

資料を用いて報告する文章を書き、家族に伝

える言語活動を設定している。環境問題に対

する様々な取り組みの多くは家庭で実践でき

ることが多いため、家族と共に取り組みたい

と考えさせることによって児童の書くことに

対する意欲が向上すると考えた。 

教科書教材は環境問題について図表やグラフ

を示し、資料から分かることを中心に文章を書

き、そこから考えたことを自分達の生活とどうつ

ながるのかを考え、提案を付け加えて伝える文章

となっている。教科書教材によって「文章構成・

資料の効果・表現」や「どのような資料が内容に

合っているか」などを学び、自分の伝えたいこと

に返って学習を進められる。 

児童は、第 4 学年で写真や図の取り入れ方

や見出しの付け方を工夫することで読み手に

分かりやすく伝わることを学習している。ま

た 4 月には、事実と考えを区別して文章を書

く学習を行っている。 

昨年 12 月実施の高知県学力定着状況調査

の「目的に応じて、書こうとすることの中心

を明確にして書く。」問題では、全国正答率

53.7％の所、校内正答率は 75.9％という結果

であった。 

第一次では学校生活や家庭生活で日頃から資源の節約に

ついて呼び掛けられている理由について考えることを糸口

に環境問題について考え、自分達にできる取り組みについ

て発信していくという明確なゴールイメージを持たせる。 

第二次では個々で文章を作成していくが、学習に応じて、

似たテーマで書いている仲間同士で自分の選んだ資料や文

章について相談する時間を設けるなどしながら修正・推敲

させていく。仲間にアドバイスをもらいながら文章を客観

視することで児童の見方・考え方はより深く働くと考える。 

本単元で身に付ける資料と文章を関連付けた報告文の書

き方は今後の国語科だけでなく、特に社会科や総合的な学

習の時間などテーマに沿って調べ、まとめていく過程で活

きるスキルとなる。 
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  ） 

①単元のゴールを確認す

るとともに、学習の見通

しを持つ。地球を守るた

めに環境問題について、

生活場面を振り返る。 

②報告文の書き方を教

科書教材で学び、自分

のテーマを設定する。 

③環境問題について伝

えたいことを明確にす

ると共に、情報収集を

する。 

④伝えたいことと資料

の特性を基に、相手（家

族）を意識して資料を

取捨選択する。 

  本時 

⑤報告文を作成し、グ

ループでアドバイスを

交わしながら推敲す

る。 

⑥報告文を完成させ

る。 

⑦書いた文章を互

いに評価し合い、感

想を伝え合う。 

環境問題について報告文

を書いて伝えるために、学

習の見通しを持ち、粘り強

く取り組もうとしている。

【主】 

○文章構成・資料の活用・文章表

現など、読み手の興味を引く書き

方をつかませる。 

○資料から分かることを書き出

し、色付けをしたり、囲んだりし

ながら思考をまとめていく。 

・図などによる語句と語句との

関係の表し方を理解し、使って

いる。【知・技（２）イ】 

○「言葉の宝箱」を活用し、資料

を基に述べる時の言葉を使わせ

る。 

・引用したり、図表を用いたりし

て、自分の考えが伝わるように書

き表し方を工夫している。 

【思・表・判 B（１）エ】 

○推敲チェックリストを活用し、

文章表現について確認しながら推

敲させる。 

・環境問題について報告文を書

いて伝えるために、粘り強く取

り組もうとしている。【主】 

○評価し合うことで身に付い

た力を実感させるとともに、

家族に伝える意欲を高める。 

本単元終了時の目指す児童の姿 

資料（図・表・グラフ・写真など）から分かることを整理し、考えたことが伝わるように書き表し方を工夫し

て文章を書く力。 
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・報告文を書く上で、調べたことから伝えたい事実と自分の考えを区別するために文末表現を意識したり、資料を扱う際

の書き表し方を選んで書いたりすることができるようにする。 

・資料の特性を確認したり、資料から分かることを書き出し整理したりすることで、伝えたい内容に応じた資料を選択さ

せる。 

資料を活用しなが

ら書くとどんなこ

とが良いのかな。 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

図などによる語句と語句

との関係の表し方を理解

し、使うことができる。

（２）イ 

「書くこと」において、引用したり、

図表やグラフを用いたりして、自分の

考えが伝わるように書き表し方を工夫

することができる。B（１）エ 

環境問題について伝えたいこと

を明確にし、学習の見通しを持

って粘り強く取り組むことがで

きる。 

 

研究主題：目的に応じて必要な内容を整理し、自分の考えを明確にして書く力を高める学習指導の在り方 

－文章の種類と特徴に応じた書き表し方の工夫－ 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

図などによる語句と語句

との関係の表し方を理解

し、使っている。（２）イ 

「書くこと」において、引用したり、

図表やグラフを用いたりして、自分の

考えが伝わるように書き表し方を工夫

している。B（１）エ 

環境問題について報告文を書い

て伝えるために、学習の見通し

を持ち、粘り強く取り組もうと

している。 
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４ 研究主題に迫る手立て 

 

言語活動とその特徴 教材の特質 

円グラフはどれが多

いか一目で分かるね。

それぞれの資料に良

さがあるんだね。 

５ 学習の流れ 

1年 

経験したこ

とから書く

ことを見つ

け、必要な

事柄を考え

て文章に書

く。 

2年 

経験したこ

とや想像し

たことから

書くことを

見つけ、伝

えたいこと

を書く。 

３年 

調べて分か

っ た こ と

を、事柄ご

とに整理し

て書く。 

４年 

新聞記事に

書く内容に

ついて、読

み手に分か

りやすく伝

わるように

書く。 

５年（本単元） 

伝えたいこと

や自分の考え

を必要な資料

を活用しなが

ら書く。 

6年 

読み手の興

味を引くよ

うな表現の

効果を考え

て書く。 

中 1年 

根拠を明確

に し な が

ら、自分の

考えが伝わ

る文章にな

るように書

く。 

言葉だけでは説明し

にくいことも資料を

使うと伝わりやすく

なるね。 

文末表現を意識する

と事実と考えを書き分

けることができたね。 

 

 推敲チェックリスト

で伝わりやすい文章に

なっているか確認して

みよう。 

家族に伝えてプロジ

ェクトを一緒にやっ

ていきたいな。 

推
敲 

情
報
の
収
集 



６ 本時の学習 （4 ／7時間）  

（１） 目 標 

（２）展 開 

 

（３）板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）準備物 

 集めた資料、台紙、付箋 

 

 

 

言語活動のモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
習
過
程 

学習内容 

及び 

学習活動 

主な発問（※） 

予想される児童の反応（○） 

指導上の留意点（●） 

評価規準及び評価方法（☆） 

学
習
目
的
の
理
解 

１ 前時を振り返る 

 

２ めあてを確認す

る。 

 

 

〇伝えたいことがより伝わりやすくなる。 

 

●情報の収集の目的を確認し、資

料があることの良さを共有する。 

情
報
選
択 

３ 伝えたいことに

合う資料を選択す

る。 （個人） 

 

 

 

 

 

４ 伝えたいことと

選んだ資料が適切か

話し合う。 

 （グループ） 

 

 

 

 

 

５ 伝えたいことに

適した資料を決定す

る。 （個人） 

 

 

６ 本文の下書きを

書く。 

※資料から読み取った情報と自分の書きた

いことを照らし合わせながら資料を選びま

しょう。 

〇書きたいことと資料は関連づいているか

な。 

〇判断が難しいな。誰かに聞いてもらいた

いな。 

 

※グループで資料を見合い、気が付いたこ

とを話し合いましょう。 

○この資料からは他にも○○という情報が

読み取れるよ。 

○この資料よりもこっちのグラフを使った

方が伝わりやすいかもしれないよ。 

○資料に書かれている言葉の意味がわから

ないな。 

 

※なぜその資料に決定したのですか。 

〇変化を示したいからグラフを選んだ。 

〇パッと見て状態が分かりやすいから、写

真を選びました。 

○家族に伝えることを考えて選んだ。 

 

●各種資料の特性を確認し、資料

選択の際の根拠となるようにさ

せる。 

 

●資料から読み取ったことを書

いた付箋を活用させる。 

 

 

●複数名で資料を見ることによ

って資料を多面的に見させ、選択

の理由を明確にさせる。 

 

 

 

 

 

 

☆図などによる語句と語句との

関係の表し方を理解し、使ってい

る。【知・技（２）イ】 

 

 

●資料選びができた児童は下書

きに入らせる。 

表
現 

振
り
返
り 

７ 振り返り ※今日の学習をどんな場面で活用すること

ができるか。 

○社会でも文章と資料を結び付けて読んで

いきたい。 

 

集めた資料から自分が伝えたい内容に適した資料を選び出すことができる。 

めあて：家族は協力してくれるだろうか。 

資料の特性に着目して、伝えたいことに一番合う資料を選ぼう。 


